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きたがた議会だより

歳入

歳出

歳入合計
60億3,596万円

歳出合計
56億9,474万円

町税
21億6,338万円

民生費
18億3,344万円

土木費
10億5,769万円

総務費
9億6,890万円

教育費
4億7,904万円

衛生費 4億368万円

公債費（借金）
5億4,089万円

地方交付税
12億4,051万円

国庫支出金
6億265万円

県支出金
3億1,993万円

諸収入
2億8,370万円

地方消費税
交付金
1億5,130万円

その他
6億3,513万円

町債（借金）
6億3,936万円

消防費 2億3,231万円
議会費 7,485万円
商工費 4,678万円

労働費 2,906万円

農林水産業費
2,810万円

平成25年
第6回定例会

　
平
成
25
年
第
6
回
議
会
定
例
会
が
9
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
の
8
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
出
の
条
例
・
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
の
議
案
12
件
と
議
員
提
出
の

意
見
書
3
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
5
人
の
議
員

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
の
改
選
な
ど
議
会
構
成
が
か
わ
り
ま
し
た
。

決
算
の
概
要

　

一
般
会
計
は
56
億
9
4
7
4
万

円
、
特
別
会
計
は
4
会
計
合
わ

せ
て
29
億
6
2
5
5
万
円
で

総
合
計
86
億
5
7
2
9
万
円

の
歳
出
決
算
と
な
り
前
年
度
を

5
億
6
8
5
4
万
円（
7
%
）上
回

り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
入
で
は
、
一
般
会
計

60
億
3
5
9
6
万
円
、
特
別
会
計

合
計
33
億
1
2
7
4
万
円
で
総
合

計
93
億
4
8
7
0
万
円
と
な
り

前
年
度
を
6
億
1
3
9
7
万
円

（
7
%
）上
回
り
ま
し
た
。

平成24年度決算を認定

一般会計
歳出総額 56億9,474万円

一　般　会　計
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特別会計歳入歳出決算額の比較
会　計　名 区　分 平成24年度 平成23年度 比　較

国民健康保険特別会計

歳　入 23億4,256 23億   987 3,269

歳　出 20億5,969 20億7,573 △1,604

差　引 2億8,287 2億3,414 4,873

後期高齢者医療特別会計

歳　入 1億5,135 1億4,091 1,044

歳　出 1億4,614 1億3,674 940

差　引 521 417 104

下 水 道 事 業 特 別 会 計

歳　入 6億6,860 6億1,590 5,270

歳　出 6億2,660 5億7,540 5,120

差　引 4,200 4,050 150

上 水 道 事 業 会 計

収　益 1億5,023 1億4,896 127

費　用 1億3,012 1億2,660 352

純利益 2,011 2,236 △225

（単位：万円）

監
査
委
員
審
査
意
見
書

　

6
月
24
日
と
7
月
25
日
か
ら
8

月
6
日
ま
で
の
延
べ
6
日
間
に
わ

た
り
決
算
審
査
を
実
施
し
た
。
関

係
諸
帳
簿
な
ど
を
照
合
審
査
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

計
数
は
正
確
で
適
正
な
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
主
な
財
政
指
数
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

①
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
、
84
・
6
%（
前

年
度
85
・
3
%
）と
前
年
度
比

0
・
7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
財
政
構
造

の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
公
債
費
負
担
比
率
は
12
・
0
%

（
前
年
度
11
・
9
%
）と
前
年
度

比
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
る
。

③
財
政
力
指
数
は
0
・
6
2
2
%

（
前
年
度
0
・
6
4
6
%
）と
前

年
度
比
0
・
0
2
4
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
っ
て
い
る
。

基金・町債の比較 （単位：万円）

区　　分 平成24年度末現残高 平成23年度末現残高 比　　較

基金（貯金） 36億4,631 35億3,747 1億   884

町債（借金） 59億   596 57億2,692 1億7,900

町の財政状況
区　　分 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 平成20年度

経常収支比率 84.6 85.3 84.1 88.9 89.9

公債費負担比率 12.0 11.9 11.4 13.5 13.2

財政力指数
（３カ年平均） 0.622 0.646 0.668 0.680 0.683

＊経常収支比率 …… 収入に対する経常費（人件費、光熱費等）の比率で、75％を超えていると財政の硬直化が進んでいる。
＊公債費負担比率 … 一般財源に占める公債費（借金）の割合で、低いほど財政が安定している。
＊財政力指数 ……… 財政上の能力を示す指数をいい、「１」に近いほど財政力が強い。



4

きたがた議会だより

　
傍
聴
の
手
続
き
は
、
議

会
事
務
局
で
住
所
と
氏
名

を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

条

例

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
事
項

①
各
会
計
の
実
質
収
支
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下

水
道
事
業
と
も
に
黒
字
で
あ
る

が
、
純
計
決
算
で
は
、
特
別
会

計
の
国
民
健
康
保
険
を
除
き
実

質
収
支
で
赤
字
で
あ
る
。
従
前

よ
り
一
般
会
計
の
繰
出
金
に
よ

り
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
も
の
の

そ
の
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
見
直
す
支

出
が
な
い
か
中
長
期
・
マ
ク
ロ

的
に
引
き
続
き
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
一
般
会
計
に
つ
い
て
自
主
財

源
の
割
合
は
平
成
20
年
度
60
・

06
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
24
年

度
に
は
49
・
42
％
と
な
っ
て
い

る
。
自
主
財
源
の
落
ち
込
み
は
、

主
に
地
方
税
、
繰
入
金
の
減
少

で
あ
り
、
地
方
税
の
収
納
率
も

改
善
の
方
向
に
あ
る
が
引
き
続

き
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

③
各
会
計
と
も
引
き
続
き
黒
字
会

計
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
が
5
年
間
84
・
1
％
～

89
・
9
％
と
基
準
の
75
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
お
り
、
経
常
経

費
支
出
の
見
直
し
と
削
減
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
は
安

定
し
、
設
備
の
投
資
及
び
修
繕

が
減
少
し
て
健
全
な
る
運
営
で

経
営
成
績
及
び
財
産
状
態
は
比

較
的
良
好
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
生
活
環
境
の
変

化
や
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
な

ど
、
需
要
量
の
増
加
が
見
込
め

な
い
中
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
た

施
設
に
つ
い
て
も
老
朽
化
で

更
新
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
た

め
、
計
画
的
な
施
設
整
備
及
び

維
持
管
理
体
制
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
有
収
率
に
つ
い
て
は

低
い
原
因
の
解
明
が
未
だ
な
さ

れ
な
い
ま
ま
経
過
し
て
い
る

が
、
こ
の
2
年
間
の
年
間
配
水

量
の
増
加
に
注
目
し
て
検
討
す

る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き
有

収
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
経
費
の
削
減
を
図
り
な
が

ら
経
営
安
定
の
事
業
運
営
を
さ

れ
た
い
。

北
方
町
子
ど
も
・

　
　
　
　
子
育
て
会
議

設
置
条
例
を
制
定
す
る

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
推

進
に
関
し
必
要
な
事
項
の
調
査

審
議
を
行
う
た
め
の
機
関
を
設

置
し
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
を

定
め
ま
し
た
。

財政健全化審査意見書

区　　　　分 平成24年度 平成23年度 平成22年度 早期健全化基準
実質赤字比率 − − 　　　− 15

連結実質赤字比率 − − 　　　− 20

実質公債費比率 10.4 11.4 12.8 25

将来負担比率 − 9.8 21.6 350

　8月6日財政健全化審査を実施した。健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
は、いずれも適正に作成されているものと認められた。
　健全化判断比率については、法令の早期健全化基準と比較すると、いずれも該当しないか大きく下
回っている。

注：実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率については、赤字額がないため「―」と表示している。
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本
会
議
最
終
日
に
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
次
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

道
州
制
導
入
に
断
固

反
対
す
る
意
見
書

（
提
出
議
員
）

　

立
川
良
一
議
員
ほ
か
４
名

（
結
果
）

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

こ
の
意
見
書
は
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被

災
者
支
援
法
」に
基
づ
く

具
体
的
施
策
の
早
期
実
施

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
議
員
）

　

立
川
良
一
議
員
ほ
か
４
名

（
結
果
）

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

こ
の
意
見
書
は
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

審　　議　　案　　件 杉本 安藤
（哲）

安藤
（巖） 鈴木 安藤

（浩） 伊藤 立川 戸部 井野 日比

子ども・子育て会議設置条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
平成25年度一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
平成25年度国民健康保険特別会計補正予算
(第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予
算(第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

平成25年度下水道事業特別会計補正予算
（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

平成24年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×
平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

平成24年度後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

平成24年度下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

平成24年度上水道事業会計利益の処分及び
決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

道州制導入に反対する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
道州制導入に断固反対する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
原発事故子ども・被災者支援法に関する陳
情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく
具体的施策の早期実施を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関
する地方の財源確保のための意見書採択」
に関する陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関
する地方の財源確保」のための意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

平成25年度一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
監査委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第6回議会定例会  議案等の審議結果 （○…賛成　×…反対）

審　　議　　案　　件 杉本 安藤
（哲）

安藤
（巖） 鈴木 安藤

（浩） 伊藤 立川 戸部 井野 日比

工事請負契約の締結（町道500号線他三路線
道路改良工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

第５回議会臨時会  議案等の審議結果 （○…賛成　×…反対）

意
見
書
を
提
出
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「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
」の
た
め
の
意
見
書

（
提
出
議
員
）

　

鈴
木
浩
之
議
員
ほ
か
４
名

（
結
果
）

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

こ
の
意
見
書
は
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

8
月
22
日
に
高
知
県
宿
毛

市
の
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
宿
毛
市
と
の
友
好
交

流
協
定
の
締
結
式
が
開
か

れ
、
議
長
ほ
か
4
名
の
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
市
町
が

住
民
間
の
相
互
交
流
や
産

高
知
県
宿
毛
市
と
の
友
好
交
流

協
定
締
結
式
に
出
席

業
・
観
光
の
振
興
、
災
害
時

の
相
互
応
援
な
ど
幅
広
い
事

項
に
お
い
て
相
互
の
理
解
と

友
情
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
毛
市
議
会
と
の

交
流
も
深
め
ま
し
た
。

宿毛市友好交流協定締結式

福
井
県
美
浜
町

議
会
が
来
庁

　

10
月
2
日
に
美
浜
町
議
会
の
議
会

運
営
委
員
6
名
と
議
会
事
務
局
長
が

視
察
研
修
で
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
と
議
会
改
革
に

つ
い
て
の
研
修
で
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

美浜町議会視察研修

議会報告会を12月7日に3会場で開催
皆様のご意見をお聞きする場として議会報告会を開催します。
ご参加をお待ちしています。
●日　時　12月7日（土）　午後7時〜8時30分
●場　所　働く婦人の家・北方町公民館・勤労青少年ホーム
※お近くの会場にお越しください。



7

5人の議員が町政を問う
一般
質問

議員にとって「一般質問」は、公の場である議会で、
町長の考えや町政をただす大きな「武器」です。

歯と口腔の
健康づくりに、
フッ化物洗口事業を

杉本真由美 議員

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
は
、
歯
科
疾
患
を
予

防
す
る
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病

や
動
脈
硬
化
な
ど
生
活
習
慣
病

の
予
防
、
認
知
症
予
防
や
寝
た

き
り
防
止
に
つ
な
が
る
な
ど
、

全
身
の
健
康
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
山
県
市
で

は
、
む
し
歯
予
防
対
策
と
し
て

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校

で
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
が
開
始

さ
れ
、
む
し
歯
予
防
で
は
県
内

で
ト
ッ
プ
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
北
方
町
で
も
実
施
し
て
は

ど
う
か
。教

育
長

　

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
の
導
入

に
よ
り
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

が
出
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
は
安
全
性
、
有
効

性
、
集
団
で
行
う
必
要
性
、
管

理
の
問
題
、
追
跡
調
査
の
信
憑

性
、
環
境
汚
染
な
ど
の
問
題
が

聞
か
れ
る
中
、
慎
重
な
調
査
研

究
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
へ
の
適
切
か
つ

有
効
な
歯
・
口
の
衛
生
管
理
、

食
生
活
の
向
上
に
学
校
、家
庭
、

関
係
機
関
と
一
層
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
の
ど
の
地
域

で
も
大
き
な
災
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
中
、
内

閣
府
よ
り
要
援
護
者
支
援
の
具

体
的
な
取
り
組
み
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
北
方
町
に
お
い
て
、

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

に
つ
い
て
次
の
点
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
と
具
体
策
を
聞
き
た

い
。 答

問

問

①
避
難
行
動
要
援
護
者
名
簿
の

作
成
と
利
用
制
度
に
つ
い
て

②
災
害
時
の
個
別
支
援
と
行
動

計
画
の
作
成
に
つ
い
て

③
関
係
機
関
等
と
の
連
携
体
制

の
整
備
に
つ
い
て

福
祉
健
康
課
長

①
災
害
時
に
備
え
、
要
援
護
者

台
帳
の
整
備
を
平
成
12
年
度

か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
登
載
者
は
70
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
た
世
帯
、
昼
間
独
居

と
な
る
世
帯
、
登
載
を
希
望

さ
れ
た
重
度
障
害
者
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
、
各
種
障
害

者
手
帳
を
所
持
す
る
重
度
の

方
全
員
に
、
見
守
り
台
帳
へ

の
登
載
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
の
確
認
票
を
送
付
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
た
名
簿
が
で
き

る
事
に
な
り
ま
す
。

　
　

台
帳
の
利
用
状
況
で
す

が
、
現
在
は
自
治
会
自
主
防

災
隊
に
配
備
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
た
9
割
の
方
の
要
援

護
者
名
簿
を
各
自
治
会
長
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
改
正
災

害
対
策
基
本
法
に
よ
り
、
災

害
時
に
は
同
意
を
得
ら
れ
て

い
な
い
方
の
名
簿
も
関
係
機

関
に
提
供
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

②
災
害
発
生
時
に
お
け
る
災
害

時
要
援
護
者
へ
の
支
援
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
平
成
22

年
10
月
に 

「
北
方
町
避
難
支

援
プ
ラ
ン
」 

を
策
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
避
難
支
援
の

関
係
者
と
要
援
護
者
と
の
話

し
合
い
ま
で
は
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。今
後
は
、

避
難
支
援
関
係
者
の
拡
大
も

含
め
て
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
要
援
護
者
の
支
援
は
地
域
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
生
委
員
児
童
委

員
、
福
祉
推
進
委
員
と
自
治

会
長
の
代
表
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
消
防
署
、
警
察
署
も
含

め
た
連
携
体
制
が
作
れ
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答
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きたがた議会だより

小
中
学
校
で
毎
月
の
最

終
授
業
日
に
活
動
し
て

い
る「
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
日
」

で
す
が
、
ご
み
拾
い
に
夢
中
に

な
り
車
道
へ
乗
り
出
し
た
り
、

登
校
時
間
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
決
ま
り
事
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　

交
通
安
全
に
は
十
分
注
意
す

る
よ
う
再
度
、
指
導
を
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。「
子
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
の
日
」は
、
子
ど
も
達
が
自

分
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
も

う
と
５
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
活

動
で
す
。
大
人
の
モ
ラ
ル
向
上

と
と
も
に
、
も
っ
と
活
動
を
応

援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
に
よ
り
、
無
料
通
信

ア
プ
リ「
ラ
イ
ン
」の
利
用
者
が

広
が
っ
た
こ
と
で
ネ
ッ
ト
依
存

の
子
ど
も
達
が
増
え
て
い
る
。

睡
眠
時
間
が
短
く
な
り
、
昼
夜

逆
転
し
て
学
校
に
行
け
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
中

学
生
に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
実
態
調
査
を
し
て
、

危
う
さ
を
詳
し
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
る

な
ど
、
何
ら
か
の
対
策
を
早
急

に
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
７
月

５
日
付
で
教
師
向
け
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
子
ど
も
向
け
と
保
護
者

向
け
の
啓
発
文
書
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
基
に
、
各
学
校

で
は
夏
休
み
前
に
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
て
の
危
機
意
識
を

促
す
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
指
導
者
や
携
帯
電
話
会

答

答

問

問

社
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
直
接

子
ど
も
達
や
保
護
者
に
指
導
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
繰
り
返

北
方
町
の
公
共
施
設
の

使
用
料
は
条
例
等
で
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
使
用
料
の

減
免
、
免
除
は
受
益
者
負
担
の

原
則
か
ら
不
合
理
で
あ
る
と
思

う
。
全
て
の
利
用
者
か
ら
平
等

に
使
用
料
を
い
た
だ
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
課
長

　

受
益
者
負
担
は
原
則
で
す

が
、
条
例
等
に
よ
り
使
用
料
の

減
免
は
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
採
算
性
だ
け
を
求
め

る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ネット依存の
子ども達の
対策を望む

安藤哲雄 議員

知
育
・
徳
育
・
体
育
の

三
つ
が
調
和
を
保
ち
発

達
し
て
い
く
の
が
学
校
教
育
の

大
き
な
使
命
で
あ
る
。
徳
育
を

も
っ
と
強
化
、
指
導
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
徳
育

教
育
に
対
す
る
考
え
方
や
、
対

策
を
聞
き
た
い
。

教
育
長

　

徳
育
と
は
、
自
ら
を
律
し
つ

つ
他
人
と
共
に
協
調
し
、
他
人

を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心

な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
学
校

教
育
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育

を
中
心
に
し
な
が
ら
も
全
教
育

課
程
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
学

校
教
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
に
な
っ
て
育

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
北
方

町
で
は「
地
域
ぐ
る
み
の
道
徳

教
育
推
進
協
議
会
」で
青
少
年

に
関
わ
る
す
べ
て
の
団
体
が
結

集
し
て
、
道
徳
教
育
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。

道
徳
教
育
を
教
科
化
す

べ
き
と
の
意
見
も
浮
上

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

問

問

問問

答

答

答

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

伊藤経雄 議員

公
共
施
設
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
各
施

設
の
維
持
管
理
費
、
収
入
額
、

利
用
者
数
な
ど
を
明
確
に
記
載

し
、
公
表
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。
保
有
す
る
施
設
に

対
す
る
考
え
方
や
、
対
策
、
措

置
を
含
め
て
の
見
解
を
尋
ね
た

い
。

教
育
課
長

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
為
、
公

共
施
設
調
査
報
告
書
を
作
成

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま

す
。
当
町
に
お
い
て
、
今
の
と

こ
ろ
作
成
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
適
正
な
維
持
管
理
や
使

用
料
に
つ
い
て
、
今
後
も
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

し
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

昨
年
の
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
一
昨
年
で
も
の
す
ご

い
勢
い
で
増
え
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
す
る
際
の
親
へ
の
教

育
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　

全
小
中
学
校
へ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
配
付
し
、
指
導
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
保
護
者

向
け
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
親

の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
作
り
、
そ

れ
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
も
ら
い
、
親
と
し
て

の
責
任
を
促
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
法
案
が
6

月
21
日
に
成
立
し
ま
し

た
。
北
方
中
学
校
で
も
、
学
級

崩
壊
、
喫
煙
、
い
じ
め
な
ど
で

荒
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
内
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
い
じ
め
対
策
法
が

で
き
、
教
育
委
員
会
と
し
て
学

校
へ
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
く
の
か
。

教
育
長

　

担
任
や
学
年
主
任
を
中
心
と

し
て
、
生
徒
指
導
部
会
や
教
育

相
談
部
な
ど
と
早
期
発
見
や
解

決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す

る
こ
と
が
正
し
い
の
か
判
断
で

き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
学
校
や
保
護
者
、
町
民
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

北
方
町
は
県
の
防
災
計

画
が
で
き
て
か
ら
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と

答答 問

問答

教
育
長

　

徳
育
は
知
識
や
技
能
の
習
得

を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
活
や
学
習
を
通

し
て
道
徳
的
価
値
を
磨
き
な
が

ら
人
間
と
し
て
成
長
し
、
道
徳

的
実
践
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
週
１
回
の
道
徳

を
教
科
に
す
れ
ば
、
十
分
に
効

果
が
で
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
す
べ

て
が
関
わ
り
育
ん
で
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

母
子
・
父
子
家
庭
、
寡

婦
の
み
な
さ
ん
の
問
題

が
一
層
複
雑
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
生
活
の
安
定
と
自
立

へ
の
熱
意
に
少
し
で
も
応
え
る

よ
う
、
利
用
で
き
る
福
祉
制
度

や
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
が
必
要
で
は

な
い
か
。福

祉
健
康
課
長

　

母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
に

つ
い
て
は
県
の
サ
ー
ビ
ス
が
主

と
な
り
、
町
で
は
取
次
的
な
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
が

あ
れ
ば
岐
阜
地
域
福
祉
事
務
所

問 答答

学校教育を問う

日比玲子 議員

問

い
う
こ
と
で
す
が
、
い
つ
頃
で

き
る
の
か
。
今
ま
で
質
問
を
し

て
も
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
配
布
す
る
だ
け
で
な

く
、
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
い

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

県
の
防
災
計
画
等
防
災
施
策

の
見
直
し
を
受
け
、
洪
水
及
び

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

を
行
い
、
10
月
の
広
報
誌
配
付

時
に
改
訂
版
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
入
れ
て
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。
改
訂
版
に
お
い
て

は
、
火
災
、
水
災
害
、
原
子
力

災
害
と
総
合
的
な
防
災
対
策
を

町
民
が
考
え
る
契
機
と
し
て
、

大
幅
に
内
容
を
拡
充
し
ま
し

た
。
住
民
説
明
会
に
つ
い
て
は

実
施
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
民
対
話
集
会
で
の
説
明

や
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
町
で
は

「
母
子
・
父
子
家
庭
」と
し
て
寡

婦
を
含
め
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お

り
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

細
部
に
わ
た
っ
た
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

答

総
合
体
育
館 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
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きたがた議会だより

国
の
有
識
者
会
議
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ

い
て
の
最
終
報
告
を
出
し
ま
し

た
。
食
料
品
の
備
蓄
が
一
週
間

分
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
北

方
町
の
防
災
倉
庫
に
は
食
料
品

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　

当
町
で
は
災
害
協
定
を
締

結
し
た
事
業
者
の
持
つ
流
通

備
蓄
に
頼
る
計
画
を
見
直
し
、

5
0
0
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
型

飲
用
水
を
町
全
域
で
3
0
0
0

本
、
缶
入
り
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

1
2
0
0
個
、
缶
入
り
ク
ラ
ッ

カ
ー
を
1
2
0
0
個
備
蓄
し
て

お
り
、
今
後
も
順
次
拡
充
し
て

い
く
予
定
で
す
。
飲
料
水
対
策

と
し
て
上
水
道
の
水
源
池
に
災

害
時
に
利
用
で
き
る
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
応
急
的

な
備
蓄
量
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
各
家
庭
に
お
い
て
1
週
間

分
の
備
蓄
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

問

全
国
で
孤
独
死
が
増
え

て
い
ま
す
。
町
で
は
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
22

人
の
方
が
登
録
さ
れ
、
見
守
り

を
希
望
す
る
50
人
の
方
を
月
1

回
訪
問
し
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
人
生
を
ま
っ
と
う
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
は
安
否

確
認
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

福
祉
健
康
課
長

　

町
の
見
守
り
の
実
態
で
す

が
、
平
成
23
年
度
よ
り「
高
齢

者
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
北

方
」を
立
ち
上
げ
、
希
望
す
る

高
齢
者
の
方
を
月
1
回
訪
問
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は「
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業
」を
始

め
、
88
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員

を
訪
問
し
、
状
況
に
応
じ
て
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

希
望
す
る
高
齢
者
に
は
月
に
1

回
民
生
委
員
に
よ
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
、緊
急
通
報
電
話
の
取
付
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
ヘ
ル
パ
ー

の
定
期
訪
問
等
し
て
い
ま
す
。

安
否
確
認
を
民
生
委
員
の
方
に

全
て
委
ね
る
訳
に
も
い
き
ま
せ

ん
。
日
頃
の
近
所
付
き
合
い
の

大
切
さ
を
啓
発
し
、
こ
の
問
題

を
地
域
の
方
々
に
良
く
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

年
金
の
引
き
下
げ
、
消

費
税
の
値
上
げ
予
定
の

中
、
今
、
何
故
生
ご
み
を
有
料

化
す
る
の
か
。

都
市
環
境
農
政
課
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
の
有
料
化

で
す
が
、
平
成
21
年
に
議
決
さ

れ
た
北
方
町
第
6
次
総
合
計
画

に
お
い
て
、
ご
み
の
減
量
・
再

資
源
化
推
進
の
施
策
と
し
て
、

無
料
生
ご
み
シ
ー
ル
制
度
か
ら

町
指
定
の
ご
み
袋
制
度
に
見
直

し
、
一
定
の
受
益
者
負
担
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
設
置

さ
れ
た
有
料
化
検
討
委
員
会
か

ら
提
言
書
が
提
出
さ
れ
、
行
政

改
革
懇
談
会
で
有
料
ご
み
袋
制

度
の
理
解
を
得
て
、
平
成
25
年

度
予
算
で
ご
み
袋
製
作
費
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中

に
町
民
へ
の
周
知
と
詳
細
内
容

の
整
備
を
し
て
、
計
画
に
基
づ

い
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
消
費

税
引
き
上
げ
時
期
と
は
偶
然
重

な
っ
た
も
の
で
す
。
今
年
5
月

の
町
民
対
話
集
会
で
有
料
化
に

つ
い
て
の
話
を
し
て
お
り
、
制

度
変
更
の
案
内
文
章
を
全
戸
配

付
し
て
い
ま
す
。
今
後
更
に
周

知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
を
建
て
替
え
る
に

あ
た
り「
北
方
町
新
庁

問

問

問

答

答

舎
基
本
計
画
案
」が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
住
民
へ
の
説
明
会
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長

　

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
7
月
の
1
ヶ
月

間
を
か
け
、町
広
報
誌
7
月
号
、

庁
舎
1
階
の
特
設
掲
示
板
、
総

務
課
窓
口
及
び
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
こ
の
計
画

に
対
す
る
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
に
対
し
て
ご

意
見
を
広
く
伺
っ
た
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
現
在
、
説
明
会
の
開

催
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
最
終
審

査
に
お
い
て
、
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
ほ
か
、
設
計
や

施
工
の
各
進
捗
段
階
に
お
い

て
、
折
に
ふ
れ
て
情
報
を
提
供

し
、
積
極
的
な
周
知
に
努
め
ま

す
。

答

答

中
央
公
園
防
災
備
蓄
倉
庫
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重大な災害の恐れを
警告する
「特別警報」について

安藤浩孝 議員

問
気
象
庁
は
重
大
な
災
害

の
恐
れ
を
警
告
す
る

「
特
別
警
報
」を
8
月
30
日
か
ら

運
用
開
始
し
ま
し
た
。
北
方
町

地
域
防
災
計
画
の
町
本
部
運
用

計
画
の
体
制
で「
特
別
警
報
」は

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
運
用

し
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長

　

町
本
部
体
制
と
し
て
は「
災

害
が
発
生
し
大
規
模
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
と
き
」で
あ
る
非

常
体
制
に
位
置
付
け
る
こ
と
と

し
、
全
職
員
で
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
実

際
の
災
害
発
生
時
に
は
情
報
収

集
を
密
に
し
迅
速
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

予
想
さ
れ
る「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
」、
こ
こ
数

年
の
異
常
気
象
に
よ
る
想
定
外

の
雨
、
風
の
被
害
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
、

そ
れ
ら
の
災
害
に
対
応
す
る
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
修
正

の
点
検
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　

毎
年
、
点
検
や
修
正
を
重
ね

て
い
く
も
の
で
す
が
、
災
害
事

情
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
見
直
し
作
業
が
難
航
し

て
い
ま
す
。
計
画
が
現
状
と
大

き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
は
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
本
年

度
中
に
防
災
会
議
を
開
き
、
計

画
に
つ
い
て
修
正
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

9
月
4
日
に
北
方
町
で

時
間
帯
雨
量
80
ミ
リ
を

超
え
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
降
り
、

糸
貫
川
の
避
難
判
断
水
位
を
超

え
て
い
た
。
防
災
無
線
で
周
知

す
る
な
ど
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か
。

総
務
課
長

　

9
月
4
日
の
豪
雨
で
は
無
線

に
よ
る
広
報
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
も

し
て
い
ま
せ
ん
。
10
月
20
日
の

防
災
訓
練
に
合
わ
せ
、
風
水
害

の
対
応
に
つ
い
て
全
職
員
が
訓

練
を
し
て
い
き
ま
す
。

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
部
員
数
が
平
成

20
年
度
の
2
8
6
人
か
ら
平
成

24
年
度
に
は
2
2
6
人
と
な
り

マ
イ
ナ
ス
60
人
、
加
入
率
に
お

い
て
も
平
成
20
年
度
の
20
・7
%

か
ら
平
成
24
年
度
に
は
16
・8
%

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
減

少
の
要
因
に
つ
い
て
の
考
え
と
、

活
性
化
に
向
け
て
の
応
援
を
含

め
た
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
入
っ
て
い
な
い

理
由
と
し
て「
自
由
に
遊
び
た

い
」1
5
2
名
、「
時
間
が
な
い
」

1
1
1
名
、「
ス
ポ
ー
ツ
が
苦

手
」78
名
、「
親
が
反
対
」54
名
、

「
そ
の
他
」92
名
と
い
う
結
果
で

し
た
。
加
入
促
進
の
た
め
に
、

毎
年
2
月
に
加
入
案
内
の
冊
子

を
配
布
し
、
町
の
広
報
紙
で
も

P
R
し
て
い
ま
す
。
活
性
化
に

向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

価
値
観
の
多
様
化
、
家
庭
の
問

題
、
指
導
者
の
高
齢
化
、
若
手

指
導
者
の
不
足
等
も
あ
り
新
た

な
打
開
策
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多

世
代
、
多
志
向
、
地
域

の
多
く
の
人
と
接
し
、
友
好
の

輪
を
広
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
業
が
平
成
14
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は

未
だ
未
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
世
代
の
枠
を
超
え
た
交
流

に
よ
り
、
住
民
意
識
や
地
域
の

活
性
化
等
、
町
の
力
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対
し

て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

　

平
成
19
年
度
よ
り
何
度
も
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
慎

重
な
意
見
が
多
く
設
立
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
中
に
は

北
方
町
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
協
議
会
を
開
設
し
、

平
成
27
年
3
月
に
は
設
立
総
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
の
風
化
が
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
非
核
平
和

都
市
宣
言
は
町
民
の
決
意
を
示

す
も
の
で
す
。
平
和
祈
念
講
演

会
の
運
営
主
体
を
行
政
主
導
か

ら
行
政
と
住
民
参
加
に
よ
る
協

働
し
た
実
行
委
員
会
形
式
で
進

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は

な
い
か
。総

務
課
長

　

今
の
と
こ
ろ「
平
和
祈
念
講

演
会
」の
実
施
は
、
現
在
の
方

式
で
運
営
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
講
演
会

だ
け
で
な
く
非
核
平
和
推
進
事

業
と
し
て
、
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答答

答答
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きたがた議会だより

　
9
月
の
定
例
議
会
は
、
24
年
度

の
一
般
会
計
の
決
算
や
、
25
年
度

の
補
正
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

2
年
に
1
回
の
役
員
選
挙
が
あ

り
、
今
号
か
ら
新
布
陣
で
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
作
り
ま
す
。

　
住
民
が
主
人
公
で
あ
る
町
政
を

す
す
め
る
上
で
議
会
活
動
の
情
報

を
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
、
誰

も
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
会

と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
思
疎
通

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長

◎
日
比　

玲
子

編
集
委
員　

井
野　

勝
己

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

経
雄

　
　
　
　
　
　

安
藤　
　

巖

　
　
　
　
　
　

杉
本
真
由
美

編
集
後
記

　

9
月
27
日
に
正
副
議
長
の
選

挙
、
各
常
任
委
員
等
の
選
任
を

行
い
、
新
し
い
議
会
構
成
を
決

め
ま
し
た
。議

　
長

立川 良一

副
議
長

日比 玲子

議
会
構
成
か
わ
る

行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
会

◎
安
藤　

浩
孝

○
安
藤　

哲
雄

　

日
比　

玲
子

　

井
野　

勝
己

　

戸
部　

哲
哉

　

立
川　

良
一

　

伊
藤　

経
雄

　

鈴
木　

浩
之

　

安
藤　

巖

　

杉
本　

真
由
美

議
会
改
革
推
進
委
員
会

◎
鈴
木　

浩
之

○
杉
本　

真
由
美

　

日
比　

玲
子

　

井
野　

勝
己

　

戸
部　

哲
哉

　

立
川　

良
一

　

伊
藤　

経
雄

　

安
藤　

浩
孝

　

安
藤　

巖

　

安
藤　

哲
雄

監
査
委
員

　

安
藤　

浩
孝

も
と
す
広
域
連
合
議
会
議
員

　

井
野　

勝
己

　

鈴
木　

浩
之

　

杉
本　

真
由
美

総
務
教
育
常
任
委
員
会

委員長　井野 勝已

◎
井
野　

勝
己

○
杉
本　

真
由
美

　

戸
部　

哲
哉

　

立
川　

良
一

　

鈴
木　

浩
之

厚
生
都
市
常
任
委
員
会

委員長　伊藤 経雄

◎
伊
藤　

経
雄

○
安
藤　

巖

　

日
比　

玲
子

　

安
藤　

浩
孝

　

安
藤　

哲
雄

議
会
運
営
委
員
会

委員長　戸部 哲哉

◎
戸
部　

哲
哉

○
伊
藤　

経
雄

　

日
比　

玲
子

　

井
野　

勝
己

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）


